
2023年度 関私教協 第 7回幹事校会議事録 
 

 

１．日時：2023年 10月 30日（月）18:30～20:00 

２．Zoom会議 

３．出席者 

 【幹事】高瀬 幸恵(桜美林大学・事務局長）、池田 賢市、高木 雅史(中央大学・事務局次長)、 

小林 大祐(慶應義塾大学)、田村 真広(日本社会事業大学)、青木 研作(東京成徳大学)、

後藤 正矢(多摩美術大学)、伊東 毅、谷川 美の理(武蔵野美術大学)、 

白石 一徳(文化学園大学)、森田 満夫(立教大学)、河村 久、田中 直樹(聖徳大学)、 

北村 篤司、横澤田 朋美(昭和音楽大学)、山﨑 真之［遠藤 克弥代理］、 

堀井 英一(東京国際大学)、新田 司(千葉敬愛短期大学) 

【事務担当】岩井瑞恵（桜美林大学） 

【オブザーバー】黒岩友見子（桜美林大学） 

 

 

４．2023年度第 6回幹事校会議事録の確認 

 高瀬事務局長より、第 6回幹事校会議事録（案）が示され、承認した。 

 

５．協議 

【報告事項】 

（１）研究部の活動について 

・第 1部会：11月に第 2回目の部会を持つ予定で、その打ち合わせを進めている。 

・第 3部会：12/21に部会を持つ予定である。 

・第 4 部会：9/30 に部会を対面形式で帝京短期大学にて開催した。11 名が参加し、実習の状況に

ついて情報交換をした。次回は 1/20の予定。 

・第 5部会：12月上旬から中旬のあいだで第 2回目の部会を計画中である。教員採用選考の動向を

受けての各大学の取り組みに関する調査について協議する予定である。 

・第 6部会：10/13に Zoomで部会を開き、研究懇話会について調整を行った。教育実習でのハラス

メントに関する調査については、学生の回答が 2,000 件を超えた。研究懇話会の内容にこの調査

の中間報告を入れることとした。11/24に Zoomで打ち合わせを持ち、最終調整を行う。 

・第 8部会：10/3に行われた文科省の説明会の内容について部会を行う予定である。日時について

は調整中。 

・千葉・茨城地域：第 2 回目の研究会を 2 月上旬に開催する。教員養成政策の今後の方向性を中心

的テーマとして、文科省の担当者を招いて実施する予定である。 

・北部地域：11/26に第 1回研究会を実施する。  

（２）広報部の活動について 

・新田広報部長から、『会報』第 94 号編集の進捗状況について報告があった。最終チェックが

11/10 で、11/17 校了の予定。ページ数が 110 頁を超えたこともあり、講演のスライド資料は割

愛させていただいた（冊子が厚すぎると封筒が破損するケースがある）。 

（３）次期幹事校へのアプローチについて                  

・高瀬事務局長より、以下の報告があった。 

 Aグループ：青山学院大学が引き受けてくださった。もう 1校打診中である。 

 Bグループ：東京電機大学が引き受けてくださった。これで Bグループは確定した。 

 Cグループ、千葉・茨城地域、北部地域、短期大学については確定済み。 

 来年度新幹事となる学校については、来年 1 月の幹事校会よりオブザーバー出席をしていただく。 

（４）第６部会によるアンケートについて                                      

 ・事務局より、10/6に会員校宛てにアンケート実施依頼のメールを発信した旨の報告があった。 

1 校より、学内で検討した結果、学生の心理状況に配慮して実施を見合わせるとの返信があった。 

 

 

 



【審議事項】 

（１）2023年度 第 2回研究懇話会について   

・小林研究部長より、研究懇話会のプログラムに基づいて説明があり、これを承認した。テーマお

よび趣旨については事前のメール審議で承認を得た。その上で、10/24に案内を会員校に発送し

た。 

・高瀬事務局長より、研究懇話会終了後に幹事校会を実施する予定であることが伝えられた。ま

た、11/13（月）に事務局で会場の下見に行く予定であること、その後、最終打ち合わせを第 6

部会の担当者、研究部長、司会担当者で行うこととしたい旨が報告された。 

（２）2024年度定期総会、合同研究大会、研究部総会、第 1回研究部会、臨時総会の日程等に 

ついて       

・高瀬事務局長より、来年度のスケジュールについて以下のとおり説明があり、これを承認した。 

 5/12（日）定期総会、合同研究大会 

 7/28（日）臨時総会、研究部総会、第 1回研究部会 

 12/14（土）研究懇話会 

（３）新規入会校について  

・事務局より、宇都宮共和大学から入会申し込みがあったことが報告され、これを承認した。 

（４）部会等で研究等に必要となる書籍の購入について 

 ・高瀬事務局長より、研究等に必要となる書籍の購入について資料に基づきながら説明があった。

会計監査の方々にも確認していただいたことが報告された。これを承認した。 

（５）その他 

 ・高瀬事務局長より、2022 年度の研究懇話会の講師に対する講師料支払及び『会報』送付につい

て説明があり、これを承認した。 

 

 

【配付資料】 

 資料１：関私教協会長校・幹事校担当表 

 資料２：関私教協 2023年度第 2回研究懇話会案内 

 資料３：入会申込書（宇都宮共和大学） 

 資料４：関私教協研究部、広報部、研究部会、地域協議会（部会等）での研究等に必要とする書籍

の購入について 

 

以上 

 

 


